
      学校田の稲も実り、収穫の秋です 
9月９日（木）の５校時と６校時に５・６年生によるコウノトリ米の稲刈りが行われまし

た。午前中は、天候があまりよくありませんでしたが、午後は雨も上がり、気持ちのよい

晴天となりましたので、無事に実施することができました。思い起こせば、どろんこにな

りながらのダイナミックな田植え、炎天下の除草等、子供達は、１粒のお米を収穫するには、長い年月と多く

の苦労が伴うことを学習しました。いよいよ実りの秋です。先人達が、収穫祭や秋祭りで豊作、豊漁に感謝

してきたように、子供達には、白山地区の美しい環境があったからこそ、また、地域の方々のご協力があった

からこそ、稲が育ち、お米が収穫できるということをしっかりと感じてほしいと思いました。当日は、私の願い

通り感謝の気持ちを持って稲葉様、大西様のご指導の下、意欲的に稲刈りを行い、収穫の喜びを味わって

いました。児童の中には、前の週にお家の稲刈りを夜７時までお手伝いしたという子や、休みの日に朝早く

から稲刈りのお手伝いをしたという子もいました。素晴らしい生きた学習だと思います。是非ともお家でもど

んどん収穫体験をさせてあげてください。白山小学校の子供達には、人間の体を作る源である食物生産に

携わっていらっしゃる方々の苦労を慮り、感謝できる人になってほしいと思います。白山小学校では、常にこ

の考えを念頭に置いて、食育、キャリア教育、保健学習等を推進していきたいと考えています。 

学校のコウノトリ米の稲刈りは、５・６年生の保護者様にもお手伝いいただきました。当日は本当にお世話

になりました。来週は６年生の修学旅行もあります。他の学年は校外学習に出かけます。様々な体験ができ

る絶好の機会です。子供達には、個々の目標を持ってそれぞれの活動に参加してほしいと思います。今後と

も白山小学校の教育活動へのご支援、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←いよいよ終盤です。コンバインで                  

脱穀です。最後まで力を合わせて仕 

事をしました。作物を育てるという 

のは、本当に大変なことです！達成 

感でいっぱいです。 

《めざす児童像》   かんがえ学び続ける子 白山のためにがんばる子 
                   やさしく思いやる子    けんこうな生活をする子 
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↑５・６年生が田植えをした

田んぼです。お米ができてい

ます。稲葉さんが稲刈りの準

備をしてくださっています 

 

↑稲葉さんの説明をお聞きしてから

いざ稲刈りスタート！ 

 

↑刈っては運び、刈っては運びを

繰り返します。全員よく働きます。

感心しました。保護者の皆様の動

きもさすがです！ 

 

←コウノトリも

２羽稲刈りを見守ってくれていました。 
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２学期もよい本との出会いを 
９月８日（水）ボランティアさんによる２学期最初の読み聞かせがありました。学年に応じた本を選定して

くださり、どの子も目を輝かせて聞き入っていました。実は、児童だけではなく、教員も読み聞かせを楽しみ

にしています。私も担任時代、子供達と一緒に読み聞かせを聞いていて、あまりに感動して涙を流しながら

聞いたことがあります。安房直子さんの「雪窓」というお話しです。読み聞かせ

の方の読み方がとても上手だったことと、お話の内容がとてもあたたかく、それ

ぞれの世代で受け取り方が違ってくる内容だったことをおぼえています。私は、

せつなくてなぜか涙がぽろぽろ出てきました。当時の６年生とは、読み聞かせ

の後、感想を伝え合っていましたが、児童は「ほっこりする内容で、じんわりあ

たたかかった。」「じーんとして涙が出た。」と感想

を言っていました。私は、おでん屋台のおじさんの

亡くなった娘さんへの思いを考えると…これ以上は

書きません！挿絵もとてもすてきなので、機会があっ

たらお子様とぜひ読んでみてください。学校の図書

室にもありますので、お子様に借りて

来るようリクエストしてみてください。で

も、私自身改めて図書室で自分で読

んでみると、少し感じ方が変わります。

やはり、読んでくださる方の声のトーン

や読むスピードが、聴く人それぞれの

イマジネーションに大きな影響を与えているのだと感じました。８

日、本校の学校図書館支援員の梶谷理恵子先生と安房直子さんの作品について話しをしていたら、「きつ

ねの窓」というお話しも紹介してくださいました。私も読んだことがあったのです

が、今日改めて読んで、改めて泣きました。こちらもおすすめで、本校図書室にも

あります。目から耳から…五感を働かせて想像力を膨らませる、理解を深めると

いうのが私の指導法の一つです。国語だけではなくどの教科でも有効だと考え

ています。知識の習得だけが学習ではなく、習得した知識をどのように活用して

いこうか、どのような場面で活用するかということを想像し、知識の範囲を広げ

ていくことがこれらの社会を生きる力になるのではないでしょうか。本校の子供

達が１冊でも多くよい本と出会うことができますように…読み聞かせボランティ

アの皆様方、２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

今週のことわざと四字熟語 
２学期の始業式をオンラインで行ったということは、この「かがやけ！白山っ子」の第１

３号でお知らせしましたが、その始業式で子供達には「凡事徹底」というお話をしまし

た。難しい言葉ですが、「どのような小さなことでも続けることで、誰にも負けない力に

なる」ということで、２学期何か自分で決めた新しいことをスタートさせて、それを続けて

ほしいというお話をしました。校長室の入り口にその言葉と意味を掲示しておきました。

せっかくなので、これを機に私もことわざや四字熟語の掲示をスタートさせることにしました。今週は「一意

専心」です。お子様に意味を聞いてみてください。わからないようなら、校長室まで見に行って確かめてくる

ようにお声かけください。毎週１つずつ覚えていったら、ことわざと四字熟語博士になりますね。 

 

 

↑集中して読み聞かせを聴い

ています。問いかけにもしっ

かり反応して、自分の思いを

自分の言葉で伝えています。 
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